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pranagnihotraとatmayajna

伊 澤 敦 子

pranagnihotra(PA)1)関 連 の文献には,か な りの確率でatmayajna及 びatma-

yajinと い う語が見 出され る。本論 では そのatmayajnaとPAの 関 係に つ い て

考察す る。atmayajna及 びatmayajinと い う語を含む文献は 以下 の通 り。

‡@ Satapatha Brahmana (SB) 11. 2.6. 13 

‡AZ Vaikhanasasmartasutra (VaiSmS) 2. 18; ‡B5. 8. ; ‡C5. 9; ‡D10.7 

‡EBaudhayanadharmasutra (BDhS) 2.7.12; ‡F 2.7-13; ‡G2-10.18 

‡HMaitrayaniya Upanisad (MU) 6.9-10 

‡I Mahabharat a (Mbh)12.236 22-30; ‡J13. App. 11. 170-200 

‡KManu Smrti (MS) 12.91

これ らの文献 を,atmayajnaとatmayajinと を 分け て考 え,atmayajnaの 語

の見え る文献群はAに,atmayajinの 語 の見え る文献群 はBに まとめる。

A⑧BDhS2.10.18⑨MU6.9-100②VaiSmS2.18⑤VaiSmS10.7

⑧ は 出家者 のPA的 記述を含む。 この前 の2.10.17で は 出家の儀式(vidhi)が

説 明され て お り,2.10.18.8で,祭 火 の移替 え完 了後は,祭 主(出 家者)=5祭 火

である として,彼 の5pranaと5祭 火を対応 させてい る。 この ことか ら出家者 の

場合,5prana=5祭 火 とい う考え 方が,出 家 の儀式 の際 に祭火を 自身へ移替 える

とい う実 際の行 為 と,密 接に関係 してい ることが推測 され る(cf.Mbh12.236)。

2.10.18.9で,こ れ ら5祭 火はatmanの 中に ある として,10でatmanに お いて

献供す る(juhoti)と 言 う。 こ こで は,atmanは 明 らか に身体を指す 。一 方,⑨

MU6.9で はatmanを 祭 る(yajati)と あ る。 このMU6.9-10は 問 題 のある箇

所 で,BuitenenやBodewitzも 詳 説 しているが2),こ れ らを参考 にして以前 に筆

者 自身MUを 検討 してみた結果,6.9に はgrhasthaのPA的 記 述が述べ られ て

お り,そ の部分は最古層に属 し,原 型MUの 中 心部分 とな っているのではないか

とい う結論に達 した。 しか し,そ の6.9自 体 に も新たに加筆 され た部 分があ り,

6.10に 至 っては後代の挿 入 とい う見方が優 勢である。従 って,6.9の 内 容を指し

ている6.10の 冒 頭のasyaatmayajnasyaと い う記 述は,必 ず し も直接に6.9
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のPAの 記述 を提示 している とは言 えないであ ろ う。②は マ ン トラか ら見 てgr-

hasthaのPAで あ る。5祭 火 と5pramの 対 応以外に,祭 式 の構成要素 と身体

との対応がな されてい る。その後で,「 この よ うにadhvaryu祭 官 はatmayajna

を構 想して(samkalpya)」 とある。⑤ は出家者(samnyasin)のPAを 扱 っている。

ここに は② の よ うな対応の考 え方を示す表現は な い。た だ,PAの 規 定に よ り

atmayajnaを 構 想 して,と い う一 文は②に似てい るがそれ よ り簡略で ,こ れ は

② を意識して書かれた ことが推測 され る。

以上4つ の文献は全てPAを 扱 っているが,PA=atmayajnaと は 考え.ら れず,

少 な くとも実際の祭火を伴 って祭式 を執 り行 うgrhasthaのPAの 場 合は,atm-

a,yajnaと は5祭 火 と5pranaの 対 応や,身 体 と祭式要素 の対応 とい う考 え方を

指 す と考え られ る。出家者については,実 際に祭火 の体 内へ の移替 えを行 った と

い うことと関連 させ ている。

次に,atmayajinと い う語を含む文献Bを5群 に分類 して比較検討す る と,以

下 の よ うにな る。

B-1.①SB11.2.6.13こ れ は,atmayajinと い う語 が見 出され る最古 の文献

と目され る。 ここでは,新 月 ・満月祭につ い て の文脈の中で,1～12に 渡 って身

体 と祭式 要素 との対応関係が述べ られ て い る。その直後 の13で,atmayajinの

devayajinに 対 す る優越性が宣示 され て お り,こ こで,既 に実 際の祭式 の中で

自身 と祭式 要素及び神格 とを対応 させ る考 え方が表 明 されてい る。その考え 方を

踏 まえ た上で,自 身を 目的 として祭 るatmayajinの 優 越性が説 かれ て い る こ と

に注 目すべ きで ある。

B-2.grhasthaのPAと 関 連す るもの。②VaiSmS2.18⑥BDhS2.7.12⑦

BDhS2.7.13

⑥ はgrhastha(sauna,yayavara)のatmayajinと あ る。

B-3.出 家 者 と関連す るもの。⑨MU6.1010Mbh12.236.22-30⑪Mbh13.

App.11.170-200

⑨ は 言tmayajinをsamnyasin,yoginと 並べ て い る。6.9のgrhasthaのPA

を述 べ てい る部分に比 べて,6。10の 方 が後代 の付加で ある可能性が強い とい う点

に鑑 みて,こ こでの話題 がgrhasthaのPAか ら,そ れ に付随 して,後 代におい

て 出家者型 のatmayajinへ と移行 してい った と考え ら れ る。⑩は 出家者 の儀礼

としての祭火 の移替 え について書 か れ て お り,前 出のA⑧ とも関連 がある。⑪

は⑧,⑥ との類似が見 られ る3)。 これ らBDhSの2つ の箇所は,そ れ ぞ れ⑧ は出

―941―



(41)pranagnihotraとatmayajna(伊 澤)

家者 の,⑥ はgrhasthaのPAを 扱 ってお り,こ の ⑪ で は 両者 の混 同が見 られ

る。atmayajinがyoginと結 び付け ら れ て い る表現が注 書され る。 また,身 体

と諸物質 及び神格 とを対応 させ ている(cf.B-1①)。

B-4.③VaiSmS5.8④VaiSmS5.9atmayajinは 祭 火を持たない独身者の扱

い となっている。③ は葬送儀礼 についてで,④ はapaddahyaを 主 題 としている。

B-5.⑫MS12.19こ こでは 「一切の中にatmanを 見 る」 とい う表 現でatm-

ayajinを 説 明してい る。③ に も類似の表現があ る。 このatmanは 身 体ではな く,

soulのatmanを 指 す と思われ る。

以上 の こ とか ら,atmayajinと い う語が示す 意味の変遷を辿る ことがで きよ

う。 即ち,grhasthaの 祭 式を行 う人→grhasthaのPAを 行 う人→独身者snat-

aka→ 出家者 で祭火 を 自身 に移替 えPAて を行 う人→atmanに 一 切を見 る人

これをatmayajnaに 視 点 を据 えて考 える と以下 の ようになる。

1)PAと はbhojana(食 事)の 儀式で,5pranaを5祭 火とみ な し,こ の5prapaに

対 して食物を供物として捧げるというもの。agnihotraの 儀式を簡略化 したものと言

える。しか し,精 神的な祭式(祭 式の内化)で はな く,供 物も儀式行為も具体的に定

め られ て い る 。 cf. H.W. Bodewitz: Jaiminiya Brahmana 1, 1-65 tr. and comm.

with a Study Agnihotra and Pranagnihotra. [Orientalia Rheno-Traiectina] 

Leiden 1973. p. 213f f . 

2) J.A.B. van Buitenen (tr. & ed.) : The Maitrayaniya Upanisad, 's-Gravenhage 

1962. 

Bodewitz, op. cit., pp. 275-292. 

3) ‡JMbh 13. App. 11. 170-200 

budhyamana atmanisthah sydd adhisthata

覚醒しつつ,atmanを 拠 り所 とする者は支配者たりえる。

cf. ‡GBDhS 2.10.18. 11 sa esa atmaya jna atmanistha atmapratistha atmanam 

ksemam nayatiti vijnayate// 

sa sarvayajnayajibhyo by atmayaji vasisyate

atmayajinは どん な祭 式 を 行 う人 よ り優 れ てい る。

cf. ‡EBDhS 2. 7. 12. 15 sarvakratuyajinam atmayaji visisyate//

〈キ ー ワー ド〉 pranagnihotra, atmaya jna, atmayajin

(東京大学大学院)
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